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1. 研究進捗状況と成果 

「次世代低分子マススペクトルデータベース シン・マスバンクの構築」について各チーム間の密接

な協力により、2025年度の目標をすべて達成した。 

【項目 1】MB-POST の構築：本 PJ の中核となるメタボロームデータレポジトリである MB-POST の構築お

よび予備データの登録をすすめ、2025年 10月 8日に公式サイト（https://shin.massbank.jp/）上の MB-

POSTのリンクを更新し、公式サイトでの公開とした（図 1）。登録プロジェクト数は、公開時の 100プロ

ジェクトから 2026年 5月時点で 170プロジェクトへと順調に増加している。 

 

図 1 公開した MB-POST (https://repository.massbank.jp) 

【項目 2】MassBank Human の構築：メタボロームデータから高精度注釈付きマススペクトルを生成する

再解析パイプラインの構築を進めた。構築した再解析パイプラインを用いて、ヒト、マウス由来の 100 DDA

データセットの再解析を行った。生成した総計 21,923スペクトルを MassBank Humanデータベースおよ

び MassBank Human GitHubから公開した。 

【項目 3】MassBank in silicoの構築：MassBank in silico サーバーのβ版を構築した。現在までに、

3.2で開発した 9.5万種の親水代謝物の既存ルールに従った in silico MS/MSスペクトル情報を MassBank 

in silicoサーバーに登録し、公開した。 

【項目 4】MassBankのデータ拡充・普及・国際連携：MassBank Humanに蓄積した高品質マススペクトル

データの中から、化合物構造とオントロジーが十分に付与された 1139 件を MassBank に提供した。ユー

ザー講習会を学会と連携して２回実施した。第 19 回メタボロームシンポジウム(2025 年 10 月 15－18 日 

神戸大学)において展示を行った。海外の MassBank コミュニティーとの国際連携を進めるために国際学

会発表を総計 4回行った。 

【項目 5】 MassBank Linksポータルの開発：2025年度は DBCLSが開催する Togothonおよび国内版バイ

オハッカソンに積極的に参加し、川島秀一研究員にアドバイスをもらいながら MassBankデータの RDF化

を推進した。2025年度は第一版として、RDFポータルに掲載済みである。 

2. 代表的な成果事例 

1. Yushi Takahashi, Akiyasu C. Yoshizawa, Takato Kiuchi, Ryosuke Hayasaka, Taihei Torigoe, 

Masatomo Takahashi, Takaki Oka, Yuki Matsuzawa, Motohiro Ogawa, Yoshihiro Izumi, Hiroshi 

Tsugawa, Akiyoshi Hirayama, Fumio Matsuda, and Shujiro Okuda, Reviving Data Potential – the 

Reanalysis-Driven Metabolomics Data Repository MB-POST. Analytical Chemistry, (in revision) 

概要：MB-POSTは、質量分析によるメタボロミクスデータの投稿を受け付け、保管・管理に加え、アクセ

ッション番号の発行を司るデータリポジトリである。 
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